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近年、観測網強化が進むのに伴って、多くの火山で、火山性微動とそれに同期した傾斜変動が観測されてい
る。例えば、2014年の口永良部島の噴火や御嶽山の噴火では、噴火発生に前駆して、火山性微動と山体膨張を
示す傾斜変動が観測された。しかし、噴火に前駆しない場合もあり、そのケースほうがむしろ多い。2014年霧
島山の硫黄山でも火山性微動とそれに同期した地殻変動が観測されたが、噴火は発生しなかった。また、傾斜
変動のパターンも多様で、火口付近の膨張を示す変動で始まり、その後収縮に転じるものもあれば、収縮相の
み、逆に膨張相のみの場合もある。 
これらの現象は、噴火を予測する上で重要ではあるが、上記のように現象が多様なためか、その解釈や理解は
ほとんど進んでいない。本発表では、これらの現象の理解を進め、噴火予測に資することを目的に、まず事例
を収集・整理したので報告する。
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